
 

る
可
能
性
を
模
索
し
、
生
物
部
の

努
力
と
情
熱
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。 

地
元
の
高
校
の
生
物
部
が
ネ
ッ

シ
ー
と
名
付
け
ら
れ
た
未
知
の
生

物
を
発
見
。
ネ
ッ
シ
ー
は
大
型
の

淡
水
生
物
で
あ
り
、
研
究
者
た
ち

の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

生
物
部
は
ネ
ッ
シ
ー
の
目
撃
と

観
測
装
置
の
設
置
を
通
じ
て
研
究

を
進
め
、
ネ
ッ
シ
ー
の
実
在
性
を

科
学
的
に
証
明
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。 

地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ネ
ッ

シ
ー
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す

定
期
テ
ス
ト
の
復
習
法
の
要
点
は
、
ノ
ー
ト
や
テ
キ
ス
ト
の
復
習
、
過
去
問
解
答
、
グ
ル

ー
プ
学
習
、
補
足
情
報
の
収
集
、
定
期
的
な
復
習
で
す
。
計
画
的
な
学
習
と
自
信
を
持
っ
て

臨
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
笑
） 

最近、制服に関する概念が大きく変わりつつあります。かつ

ては、学校や職場においては一律の制服が定められ、その服装

によって個性を表現することは難しかったですが、近年では

制服の自由化が進んでいます。この自由化の動きは、様々な要

素から影響を受けています。まず、社会の多様性と個人の自己

表現への重要性が認識されるようになりました。個人のアイ

デンティティやスタイルを尊重することが重視され、制服が

知識の宝庫：教科書の群れ 

高校生の夏希は、普通の女子高生としての日々を過ごしていた。彼女は明る

くて健康的な笑顔を持ち、友達と一緒に楽しい時間を過ごすことが大好きだ

った。 

ある日、夏希は学校の図書館で勉強している最中に、隣の席に座っていた男

子生徒の目が気になった。彼の名前は大地で、少しクールで落ち着いた雰囲気

を持っていた。時間が経つにつれ、夏希は大地に興味を持つようになった。彼

の本を読む真剣な姿や、時折見せる優しい笑顔に心惹かれていった。そして、

運命的な出会いを感じた。 

ある日の放課後、夏希は大地と偶然にも同じ部活動に入ることになった。二

人は一緒に練習をする中で、お互いの存在が特別なものとなっていった。 

彼らの関係は徐々に進展し、友情から恋愛へと変わっていった。夏希は大地と

の時間を大切にし、一緒に過ごすことで新たな感情や経験を積んでいった。し

かし、二人の関係には困難も待ち受けていた。学業の忙しさや部活動の練習に

追われる日々で、彼らは時間を共有することが難しくなっていった。夏希は悩

みながらも、大地との絆を守るために努力し続けた。結局、夏希と大地は時間

の制約にもかかわらず、お互いの存在を大切にし続けた。彼らの愛は試練を乗

り越え、より強固なものとなっていった。卒業式の日、夏希と大地は互いに感

謝の気持ちを伝え合った。彼らはそれぞれの道を進むことになったが、心の中

にはずっと特別な存在として残り続けることだろう。 

夏希と大地の恋は、青春の輝きを放つ一瞬の出会いから始まり、互いの成長

と絆を通じて成熟していった。彼らはお互いにとって、運命の出会いであった

のだった。                           (笑) 

生命の拠点：生物部の建物 

書
の
復
習
、
過
去
問
の
解
答
、
グ
ル

ー
プ
学
習
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
有
効
で
す
。 

計
画
的
か
つ
継
続
的
な
復
習
を

心
掛
け
、
時
間
管
理
と
リ
ラ
ッ
ク

ス
も
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

以
上
が
期
末
テ
ス
ト
の
効
果
的

な
復
習
方
法
の
ま
と
め
で
す
。
こ

れ
ら
を
実
践
し
、
自
信
を
持
っ
て

テ
ス
ト
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。 

 

授
業
ノ
ー
ト
の
復
習
と 

過
去
の
テ
ス
ト 

 

国
語
の
期
末
テ
ス
ト
に
向
け
た

効
果
的
な
復
習
方
法
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
ず
、
授
業
ノ
ー
ト
を
復
習
し

制服の風景 

ま
し
ょ
う
。 

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
や
例
文
を
振

り
返
り
、
自
分
な
り
の
理
解
を
深

め
ま
す
。
過
去
の
テ
ス
ト
や
演
習

問
題
に
取
り
組
み
、
出
題
傾
向
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。 

 

みなさん、こんにちは！錦城高校の新聞委員会です。 

我々は学校内外の情報をお届けし、学校の魅力を広める

ために日々活動しています。そして、あなたの力を借りて

さらに多くの人々に届けたいと考えています。 

新聞委員会では、一緒に活動してくれる仲間を募集して

います！新聞制作の楽しさや情報発信の喜びを一緒に体験

しませんか？ 

・ 文章を書くのが得意な方、表現力を磨きたい方、大歓

迎です！ ・ 写真を撮るのが好きな方、映像制作に興味の

ある方、ぜひ参加してください！ ・ イベントやスポーツ

に詳しい方、インタビューやレポートが得意な方、新聞の

記事に力を貸してください！           (笑) 
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むらさき草 

錦城高校新聞委員会
へ参加しませんか？ 

参
考
書
や
問
題
集
を
使
い
、
幅

広
い
演
習
を
行
い
文
章
読
解
力
や

記
述
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
や
教
師
と
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
や
質
問
も
重
要
で
す
。

時
間
管
理
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
も
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
計
画
的
か

つ
継
続
的
な
復
習
を
心
掛
け
、
自

信
を
持
っ
て
臨
み
ま
し
ょ
う
。 

 

基
礎
の
確
認
と 

過
去
問
の
活
用 

 
数
学
の
期
末
テ
ス
ト
の
効
果
的

な
復
習
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
授

業
ノ
ー
ト
や
教
科
書
の
復
習
で
基

礎
を
確
認
し
、
過
去
の
テ
ス
ト
や

演
習
問
題
に
取
り
組
ん
で
出
題
傾

向
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。 

参
考
書
や
問
題
集
を
使
い
幅
広

い
演
習
を
行
い
、
解
答
解
説
を
理

解
し
解
法
の
コ
ツ
を
掴
み
ま
し
ょ

う
。
仲
間
や
教
師
と
協
力
し
、
問
題

解
決
や
議
論
を
通
じ
て
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。 

 

時
間
管
理
と
自
己
管
理
を
徹
底

し
、
計
画
的
に
復
習
を
進
め
ま
し

ょ
う
。
着
実
な
努
力
を
重
ね
、
自
信

を
持
っ
て
試
験
に
臨
み
ま
し
ょ

う
。 

 

文
法
か
ら
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ま
で 

幅
広
い
練
習 

 

英
語
の
期
末
テ
ス
ト
に
向
け
た

効
果
的
な
復
習
方
法
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
ず
は
英
文
法
の
復
習
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。 

基
本
的
な
ル
ー
ル
や
誤
り
の
発

生
し
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
に
注
意

し
、
参
考
書
や
問
題
集
で
練
習
を

重
ね
ま
し
ょ
う
。
次
に
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
過
去
の
テ
ス
ト
や
模
擬
試
験

の
読
解
問
題
に
取
り
組
ん
で
文
章

の
意
味
や
主
旨
を
理
解
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
リ
ス
ニ
ン
グ
の
能
力
を

高
め
る
た
め
に
英
語
の
音
声
資
源

や
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
を
利
用
し
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
発
音

や
ス
ピ
ー
ド
に
慣
れ
ま
し
ょ
う
。 

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
練
習
で
は
英

会
話
ク
ラ
ス
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー
と
の
会
話
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上
さ

せ
、
日
常
会
話
や
テ
ス
ト
で
出
題

さ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
や
表
現
を
積
極

的
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
キ
ル
を
磨
く

た
め
に
エ
ッ
セ
イ
や
レ
ポ
ー
ト
の

書
き
方
を
学
び
、
自
分
の
意
見
や

主
張
を
明
確
に
伝
え
る
練
習
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
英
語
の
期
末
テ
ス

ト
の
復
習
で
は
文
法
理
解
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
両
方
に
焦

点
を
当
て
、
継
続
的
な
努
力
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。 

 

授
業
ノ
ー
ト
と 

実
験
・観
察
の
振
り
返
り 

 

理
科
の
期
末
テ
ス
ト
に
向
け
た

効
果
的
な
復
習
方
法
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
ず
は
授
業
ノ
ー
ト
や
教
科

書
の
復
習
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

学
ん
だ
内
容
を
整
理
し
、
重
要
な

概
念
や
法
則
を
確
認
し
ま
す
。
過

去
の
テ
ス
ト
や
演
習
問
題
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
実
際
の
試
験
形
式

や
出
題
傾
向
に
慣
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

実
験
や
観
察
の
内
容
を
思
い
出

す
た
め
に
、
実
験
ノ
ー
ト
や
観
察

記
録
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。
参

考
書
や
問
題
集
を
活
用
し
て
応
用

力
を
高
め
、
困
っ
た
と
き
は
質
問

や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
時
間
管
理
と
リ
ラ
ッ

ク
ス
も
大
切
で
す
。
復
習
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
適
度
な
休
息

や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。
理
科
の
期
末
テ
ス
ト
の

復
習
は
基
礎
理
解
の
確
認
、
過
去

問
演
習
、
実
験
・
観
察
の
振
り
返

り
、
問
題
集
の
応
用
力
向
上
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
ょ

う
。
継
続
的
な
努
力
と
効
果
的
な

学
習
方
法
を
心
掛
け
、
自
信
を
持

それを妨げる要因となることが指摘されました。これにより、学校や職場においては制服の着用

が必須ではなくなり、自由な服装選択が許容されるようになったのです。 

また、グローバル化の進展も自由化の要因となりました。国際的な交流が盛んになる中で、異

なる文化や価値観に触れる機会が増えました。これにより、様々なスタイルや服装が受け入れら

れるようになり、一律の制服が制約となる場面が少なくなりました。個々の個性を尊重し、多様

性を受け入れる社会の姿勢が制服の自由化を後押ししています。 

さらに、デジタルテクノロジーの進歩も自由化の一因となっています。オンライン教育やテレ

ワークの普及により、学校や職場といった場所に固定された制服の必要性が薄れました。個人の

存在や能力はオンライン空間での発信や成果によって評価されることが増えたため、外見や服

装への過度な重要視は減少しました。しかしながら、制服の自由化にはいくつかの議論や懸念も

存在します。一部では、服装の自由が乱れや秩序の喪失をもたらす可能性が指摘されています。  

また、経済的な格差が服装に反映されることで、さらなる社会的な格差が広がることも懸念さ

れています。制服の自由化は、社会の変化と共に進む流れです。個人の多様性や自己表現の尊

重、グローバルな視野、デジタル化の進展などが要因となっています。一方で、議論や懸念も存

在することを忘れずに、社会全体でバランスを考えながら自由化の進展を進めることが求めら

れます。                                    (笑) 

 

っ
て
試
験
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ノ
ー
ト
復
習
と 

過
去
問
解
答
の
重
要
性 

 

社
会
の
定
期
テ
ス
ト
の
復
習
方

法
は
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
、
ノ
ー
ト
や
テ
キ
ス
ト
を

復
習
し
、
理
解
不
足
な
部
分
を
特

定
し
ま
す
。
次
に
、
過
去
の
問
題
を

解
い
て
傾
向
を
把
握
し
、
誤
り
を

補
完
し
ま
す
。 

友
人
と
の
グ
ル
ー
プ
学
習
や
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
有
益
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
参
考
書
を
利

用
し
、
補
足
情
報
を
集
め
ま
し
ょ

う
。 

 

定
期
的
な
復
習
を
継
続
し
、
長

期
的
な
記
憶
定
着
に
つ
な
げ
ま

す
。
計
画
的
な
学
習
を
心
掛
け
て
、

自
信
を
持
っ
て
期
末
テ
ス
ト
に
臨

み
ま
し
ょ
う
。 

 

効
果
的
な
テ
ス
ト
の
復
習
方
法 

 

国
語
で
は
授
業
ノ
ー
ト
の
復
習

や
過
去
の
テ
ス
ト
、
参
考
書
の
活

用
が
重
要
で
す
。
数
学
で
は
授
業

ノ
ー
ト
や
教
科
書
の
確
認
と
過
去

の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
効
果

的
で
す
。
英
語
で
は
文
法
の
復
習

や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
リ
ス
ニ
ン
グ
、

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
理
科
で
は
授
業
内
容
の
整
理

と
過
去
問
や
実
験
の
振
り
返
り
を

行
い
、
問
題
集
で
応
用
力
を
養
い

ま
す
。
社
会
で
は
ノ
ー
ト
や
教
科

（１） 

私
た
ち
の
人
生
は
、
大
き
な
目
標
や
夢
の
達
成
だ
け
で
は

な
く
、
日
常
の
小
さ
な
瞬
間
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
時
に

は
、
私
た
ち
は
喜
び
や
幸
せ
を
見
逃
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
し

か
し
、
実
際
に
は
日
常
的
な
こ
と
に
こ
そ
真
の
充
実
感
や
幸

福
が
隠
れ
て
い
る
の
で
あ
る
▼
例
え
ば
、
朝
日
が
窓
か
ら
差

し
込
ん
で
く
る
光
景
、
香
り
高
い
コ
ー
ヒ
ー
の
一
口
、
心
地
よ

い
音
楽
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
些
細
な
瞬
間
は
、
私

た
ち
に
穏
や
か
な
安
心
感
や
喜
び
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
忙
し
い
日
常
や
ス
ト
レ
ス
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の
瞬
間
を
見

落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
▼
日
常
の
小
さ
な
瞬
間
に
集
中
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
の
心
と
精
神
の
健
康
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で

あ
る
。
目
の
前
の
出
来
事
に
意
識
を
向
け
、
そ
の
瞬
間
に
全
身
全
霊
で

没
頭
す
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
や
心
配
事
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
心
の
安
定
や
内
な
る
平
穏
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
日
常
の
中

に
こ
そ
幸
せ
が
眠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
▼
さ
ら
に
、
日
常
の
小
さ
な
瞬

間
に
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
を
促
進
す
る
の
で
あ
る
。
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
で
、
周
囲
の
人
々
へ
の
思
い
や
り
や
配
慮
が
生
ま
れ
、
人
間
関
係
が

よ
り
深
ま
る
の
で
あ
る
。
日
常
の
中
に
感
謝
の
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と

で
、
喜
び
や
幸
せ
が
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
る
の
で
あ
る
▼
ま
た
、
日
常
的

な
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践
と
も
関
連

し
て
い
る
。
目
の
前
の
瞬
間
に
全
く
意
識
を
向
け
ず
に
過
ご
す
こ
と

は
、
自
分
自
身
や
周
囲
の
美
し
い
も
の
、
喜
び
を
見
逃
し
て
し
ま
う
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
は
現
在
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
よ
り
充

実
し
た
人
生
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
▼
日
常
の
さ
さ
や
か

な
喜
び
を
見
逃
さ
ず
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
心
を
豊
か
に

し
、
幸
福
感
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
大
き
な
目
標
や

夢
の
追
求
も
重
要
だ
が
、
同
時
に
、
日
常
の
小
さ
な
瞬
間
を
大
切
に
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
充
実
し
た
人
生
を
築
く
鍵
で
あ
る
の
で
あ
る
。
心
を

開
き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
日
常
の
中
に
眠
る
幸
せ
を
見

つ
け
よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

笑) 

 

ネ
ッ
シ
ー
の
発
見
は
生
物
部
の

生
徒
た
ち
の
成
果
で
あ
り
、
地
域

の
誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ネ
ッ
シ
ー
の
存
在
は
地
域
の
自

然
環
境
や
生
物
多
様
性
へ
の
関
心

を
高
め
、
科
学
的
な
知
識
と
技
術

の
発
展
に
も
寄
与
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

生
物
部
は
ネ
ッ
シ
ー
の
謎
解
き

を
続
け
、
そ
の
成
果
を
広
く
発
信

し
観
光
や
地
域
振
興
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
（
笑
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・・・・・・・ 

Ⓒ錦城高校新聞委員会編集室 202３ 

一
面
：
定
期
テ
ス
ト
の
復
習
法
は
？ 

 
 

 

生
物
部
が
ネ
ッ
シ
ー
を
発
見 

二
面
：
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
解
説
！ 

 
 

 

～
先
生
か
ら
編
集
委
員
の
声
ま
で
～ 

題字 井口 文章 

再刊 第４２２号 

印刷・発行 

 



（２） 

 

このようにチャットＧＰＴに記事を書かせるというのは非常に簡単ですが「修正」という作
業に時間がかかります。この『未知の淡水生物ネッシーの発見と生物部の研究』ではあまり
見られませんでしたが、ほかの記事では「字数指定をしてるのにその字数にならない」だと
か「出した要望と提示された内容が違う」などのアクシデントもあり、必ずしも万能ではな
いという印象を受けました。                          （珠） 

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
学
生
の
使

用
に
つ
い
て
校
長
先
生
の
見
解
を

伺
っ
た
。
校
長
先
生
は
自
身
が
理

系
の
教
員
と
い
う
こ
と
も
あ
り
Ａ

Ｉ
の
進
歩
に
は
期
待
し
て
い
る
そ

う
だ
が
、
学
校
と
い
う
教
育
の
場

で
そ
れ
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
は

「
使
い
方
に
よ
る
」
そ
う
だ
。 

例
え
ば
読
書
感
想
文
を
Ａ
Ｉ
に

書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
簡
単
だ

が
、
そ
れ
を
続
け
て
も
自
分
の
脳

は
一
向
に
活
性
化
し
な
い
。
一
方
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
時
に
Ａ

Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

②直してほしい内容をチャットＧＰＴに伝えて修正する 
 今回の記事は５００字ではなく２５０字だったので「２５０字に直して
ください」と伝えます。（左図参照）そしてチャットＧＰＴが書いた文章
をもう一度こちらから送り直し、そのうえで「これの題名をつけてくださ
い」と送ります。ですます調にするなどの調整もここで行います。 

今回表面に掲載されている『未知の淡水生物ネッシーの発見と生物部
の研究』の記事が、どのように作られたかというのをご紹介します。 
順序としては①チャットＧＰＴに書いてほしい内容と文字数を伝える 

②直してほしい内容をチャットＧＰＴに伝えて修正する 
結論からいうと、二度と操作したくないと思いました… 
 

表の紙面に疑問を抱いた方はいますか？

実は、表の紙面の記事はすべてチャット

GPT が書きました！この裏の紙面では

そのチャット GPT について特集を組ん

でお届けします！ 

今
回
、
一
足
早
く
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
を
授
業
内
で
使
用
し
た
門
前

先
生
に
話
を
聞
い
た
。
門
前
先
生

は
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
っ
て
英

語
の
小
説
を
創
作
し
た
と
い
う
。 

 

創
作
の
感
想
を
聞
く
と
、
ジ
ャ

ン
ル
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
指
定
す
る

だ
け
で
完
成
す
る
の
で
楽
な
だ
け

で
な
く
、
ク
オ
リ
テ
ィ
も
高
く
て

驚
い
た
と
語
る
。 

今
後
授
業
で
使
っ
て
い
く
予
定

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
英
作
文
の

構
成
を
学
ぶ
に
は
と
て
も
い
い
手

段
だ
と
思
う
の
で
積
極
的
に
使
っ

て
い
き
た
い
と
答
え
て
く
れ
た
。

①チャットＧＰＴに書いてほしい内容と文章を伝える 
まず、チャットＧＰＴに要望を伝えます。今回は「生物部でネッシ
ーが生まれたことについての記事を５００字で書いてください」と
伝えます。そうすると左の写真の通り指示した内容にほぼ沿って記
事を書いてくれます。しかし、よく見ると内容が「ネッシーが生ま
れた」ということではなく「発見」にすり替わっています。 

し
か
し
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
生

み
出
し
た
内
容
ま
で
コ
ピ
ー
し
て

し
ま
う
と
、
自
分
の
学
び
に
は
つ

な
が
ら
な
い
の
で
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
は
あ
く
ま
で
文
章
の
型
を
学
ぶ

た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
が
大
切

だ
そ
う
だ
。 

最
後
に
門
前
先
生
は
「
自
分
の

授
業
で
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
っ

て
い
く
と
き
に
は
し
っ
か
り
と
頭

を
使
っ
て
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
生

み
出
し
た
内
容
を
発
展
的
な
学
び

に
つ
な
げ
ら
れ
る
授
業
に
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
て

く
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
蘭
） 

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
用
い
て

作
っ
た
１
面
を
見
て
、
編
集
部

員
内
で
座
談
会
を
行
っ
た
。
紙

面
全
体
の
感
想
や
、
個
々
の
記

事
の
感
想
も
話
し
合
い
、
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。（「
」
の
前
に
あ
る
漢

字
一
文
字
は
署
名
で
す
） 

司
会
：
紫
「
１
面
を
見
て
感
じ
た

こ
と
は
？
」 

橄
「
特
に
悪
く
な
い
と
思
う
け
ど
、

い
つ
も
の
新
聞
と
比
べ
て
違
和
感

を
感
じ
る
か
ら
そ
れ
に
気
づ
く
人

は
い
る
と
思
う
よ
」 

蘭
「
な
ん
だ
か
見
出
し
の
セ
ン
ス

な
い
感
じ
が
し
ま
す
ね
笑
」 

白
「
私
た
ち
と
の
違
い
は
そ
こ
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」 

珠
「
み
ん
な
、
こ
の
紙
面
が
配
ら

れ
た
ら
ど
う
思
う
？
」 

紫
「
私
だ
っ
た
ら
読
ま
な
い
な
」 

布
「
見
出
し
も
小
見
出
し
も
、
箇

条
書
き
っ
て
感
じ
で
小
見
出
し
っ

て
感
じ
が
し
な
い
で
す
よ
ね
」 

珠
「
確
か
に
私
た
ち
は
見
出
し
も

小
見
出
し
も
『
見
た
い
』
っ
て
思

わ
せ
る
よ
う
な
も
の
を
作
ろ
う
と

し
て
る
よ
ね
」 

紫
「
じ
ゃ
あ
、
左
下
に
あ
る
コ
ラ

ム
の
む
ら
さ
き
草
で
何
か
感
じ
た

こ
と
は
あ
る
？
」 

橄
「
専
門
用
語
が
多
い
気
が
す
る
」 

蘭
「
起
承
転
結
が
は
っ
き
り
し
て

ま
す
よ
ね
」 

紫
「
小
説
『
運
命
の
出
会
い
』
は
？
」 

珠
「
こ
の
記
事
は
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
に
『
高
校
生
の
恋
愛
小
説
を
５

０
０
字
で
書
い
て
く
だ
さ
い
』
っ

て
頼
ん
で
作
っ
た
ん
だ
」 

蘭
「
で
も
、
な
ん
で
こ
ん
な
小
説

に
な
っ
た
の
か
、
一
番
わ
か
ら
な

い
で
す
よ
ね
。
一
応
人
間
側
の
要

望
は
満
た
し
て
ま
す
け
ど…

」 

紫
「
文
芸
部
の
部
長
も
言
っ
て
い

た
け
ど
、
説
明
的
な
文
章
だ
よ
ね
」 

珠
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
っ
て
も
し

か
し
た
ら
創
作
系
の
文
章
が
苦
手

な
の
か
も
ね
」 

紫
「
左
上
の
ネ
ッ
シ
ー
の
記
事
に

つ
い
て
は
？
」 

蘭
「
編
集
部
員
が
使
わ
な
い
よ
う

な
言
葉
遣
い
で
す
よ
ね
」 

紫
「
『
努
力
と
情
熱
に
期
待
を
寄
せ

る
』
っ
て
あ
ん
ま
り
使
わ
な
い
表

現
だ
よ
ね
笑
」 

橄
「
あ
と
は
、
社
会
的
な
視
点
か

ら
物
事
を
見
て
い
る
と
思
う
」 

紫
「
じ
ゃ
あ
最
後
に
、
紙
面
の
１

番
最
初
の
勉
強
法
の
記
事
に
つ
い

て
は
？
」 

布
「
記
事
の
ま
と
め
が
言
っ
て
る

こ
と
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
く
ど
い
感

じ
が
し
ま
す
よ
ね
」 

珠
「
見
出
し
だ
け
じ
ゃ
な
く
文
末

も
錦
城
高
校
新
聞
と
は
違
う
か
ん

じ
が
す
る
ね
」 

蘭
「
編
集
部
員
が
書
く
こ
と
は
な

い
よ
う
な
記
事
で
す
よ
ね
」 

橄
「
そ
れ
に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が

言
っ
て
る
こ
と
っ
て
、
大
体
自
分

た
ち
が
知
っ
て
る
こ
と
だ
よ
ね
」 

白
「
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
に
い
ろ

い
ろ
な
先
生
た
ち
に
言
わ
れ
て
き

た
こ
と
ば
っ
か
り
だ
よ
」 

珠
「
う
ー
ん
、
知
識
は
た
く
さ
ん

あ
る
ん
だ
な
っ
て
こ
と
が
伝
わ
っ

て
く
る
ね
」 

白
「
そ
の
中
で
、
一
番
私
た
ち
が

書
い
た
文
章
に
近
い
の
は
む
ら
さ

き
草
だ
よ
ね
」 

橄
「
と
い
う
こ
と
は
、
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
も
と
も
と
あ
る
情
報
の

要
約
が
得
意
な
の
か
も
」 

紫
「
そ
う
だ
ね
。
じ
ゃ
あ
、
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
錦
城
高
校
新
聞
に

適
し
て
る
と
思
う
？
」 

珠
「
あ
ん
ま
り
か
な
ぁ
」 

布
「
僕
も
そ
う
思
い
ま
す
」 

今
回
の
座
談
会
で
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
は
知
識
が
多
く
、
文
章
の
要

約
や
説
明
が
得
意
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
創
作
に

は
向
い
て
い
な
く
、
感
情
の
こ
も

っ
た
も
の
を
作
る
の
は
苦
手
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
分
か

っ
た
。
今
回
新
聞
委
員
会
で
は
チ

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
紙
面
で
は
使
わ

な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
書

く
文
章
に
は
面
白
み
が
な
く
、
チ

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
錦
城
高
校
新
聞

に
適
し
て
い
な
い
と
感
じ
た
か
ら

だ
。
特
に
、
私
た
ち
の
強
み
は
見

出
し
の
よ
う
な
、
人
間
だ
か
ら
こ

そ
思
い
つ
く
こ
と
が
出
来
る
『
見

た
い
』
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
紙
面

づ
く
り
に
あ
る
と
再
確
認
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
強
み
を
生
か
し

て
様
々
な
新
聞
を
作
っ
て
い
こ
う

と
思
う
。 

こ
れ
か
ら
も
『
見
た
い
』
と
思

わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
新
聞
を
作
っ

て
い
き
ま
す
の
で
皆
様
の
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

（
紫
） 

 
 

 

チャット GPT とは、（Generative Pre-trained Transformer）の略であり、ユ
ーザーが入力した質問に対して人間のように自然な対話形式で AI が答える
チャットサービスである。２０１５年に設立されたアメリカのＡＩの研究開発機
関「OpenAI」により開発された。昨年 11月に無料公開してから、2か月足ら
ずで利用者は一億人を超えたとされる。ただし回答が必ずしも正しいとは限
らなない。利用が先行している海外では、教育現場において警戒感が高まっ
ている。また複数の海外メディアはでいくニュースなどに利用される可能性
や、サイバー攻撃にも悪用される恐れがあると指摘する。さらに、ネット情報
の信頼性を評価するアメリカ企業は、誤情報をもとにチャット GPT に文章を
作成させたところ約８０％に誤情報を含んだ文章が返ってきたと公表した。
しかし、様々な専門家は「数年後、人間より劣っているとは考えにくい」として
警鐘を鳴らしている。（読売新聞 2023年２月３日から引用）      （珠） 
 
 

チャット GPTとは 

発
想
を
教
え
て
も
ら
え
る
な
ど
、

利
用
の
仕
方
次
第
な
面
も
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ

Ｉ
は
、
今
や
誰
に
で
も
使
え
て
と

て
も
便
利
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
一
度
Ａ
Ｉ
に
頼
る
と
、
麻
薬

の
よ
う
な
も
の
に
も
な
り
得
て
し

ま
い
ま
す
。
学
生
に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
を
学
習
に
使
う
こ
と
の
良
し

悪
し
の
判
断
を
委
ね
る
こ
と
に
不

安
を
感
じ
ま
す
」
と
危
惧
す
る
。 

 
 

 

さ
ら
に
校
長
先
生
は
『
人
間
ら

１
面
に
あ
る
高
校
生
の
恋
物
語

『
運
命
の
出
会
い
』
を
読
ん
で
、

文
芸
部
部
長
の
小
池
優
貴
さ
ん

（
２
Ｉ
）
は
「
言
葉
遣
い
は
と
て

も
面
白
い
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
部

し
さ
』
は
捨
て
て
は
な
ら
な
い
と

し
て
「
正
し
い
こ
と
が
あ
る
の
も

間
違
い
が
あ
る
の
も
『
人
間
ら
し

さ
』
。
そ
れ
は
残
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
」
と
話
す
。 

Ａ
Ｉ
は
や
り
方
に
よ
っ
て
は
い

く
ら
で
も
自
分
に
甘
い
使
い
方
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
高
校
生
と

し
て
、
ま
た
錦
城
生
と
し
て
自
制

心
を
持
ち
、
“
ず
る
い
”
で
は
な

く
“
う
ま
い
”
付
き
合
い
方
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
校

長
先
生
は
語
る
。
ど
の
よ
う
に
付

き
合
う
べ
き
か
、
そ
れ
を
考
え
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

 

（
瑞
） 

誌
等
に
乗
せ
る
の
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
」
と
語
る
。 

小
池
さ
ん
は
、
小
説
は
登
場
人

物
が
感
じ
た
こ
と
を
追
体
験
す
る

も
の
だ
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
、

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
文
章
は
説
明
の
み
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
文
章
が
多
く
、

読
者
の
解
釈
が
入
り
込
む
余
地
が

な
い
と
感
じ
た
そ
う
だ
。 

ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
書

い
た
文
章
は
要
約
が
多
く
、
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
に
載
っ
て
い
る
も
の

に
近
い
と
小
池
さ
ん
は
話
し
て
く

れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
紫
） 

 

文藝部に 

聞いてみた！ 

②要望通りに細かく修正 

・・・・・・・ 

Ⓒ錦城高校新聞委員会編集室 20２3 

上手く付き合って 

いってほしいです 
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見た目は本物と 

見間違える記事だが… 

チャット    対話型の 

Generative 

Pre-trained 

Transformer 文章生成変換器 

事前学習済みの 

生成可能な 

AI に可能性を見出す 

①指示通り記事を作成 

豆知識 
表の紙面を作るのに試行錯誤
すること 2週間弱！ 
人間の納得のいく文を作らせる
というのは本当に難しいです。 
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